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・
え
さ
は
き
ち
ん
と
あ
げ
ら
れ

ま
す
か
？

・
一
生
面
倒
を
見
ら
れ
ま
す

か
？

・
飼
う
た
め
の
十
分
な
広
さ
は

あ
り
ま
す
か
？

・
入
浴
さ
せ
た
り
、
病
気
の
時

は
看
病
で
き
ま
す
か
？

つ
な
い
だ
犬
が
道
路
や
通
路
、

へ
い
の
外
ま
で
出
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

散
歩
な
ど
犬
を
運
動
さ
せ
る

場
合
は
、
犬
を
制
御
で
き
る
人

発
送
し
ま
し
た
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
注
射
会
場
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
く
登

録
す
る
場
合
は
、
直
接
会
場
で

受
け
付
け
ま
す
。

期
間
中
に
注
射
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
動
物
病
院

で
接
種
し
（
有
料
）、
環
境
保

全
課
（
市
役
所
４
階
）で
登
録

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

○
雨
天
で
も
実
施
し
ま
す
。
事

故
な
ど
に
気
を
つ
け
て
来
場
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ほ
か
の

会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
犬
を
し
っ
か
り
抑
え
ら
れ
る

人
が
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
ふ
ん
は
放
置
せ
ず
、
飼

い
主
が
必
ず
袋
で
始
末
し
て
く

は
動
物
病
院
で
不
妊
・
去
勢
手

術
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ

て
い
る
人
は
、
犬
の
一
生
涯
に

１
回
の
登
録
と
、
毎
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
、
左
表
の
日
程
で
狂
犬

病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
が
、

会
場
で
は
登
録
と
予
防
注
射
、

注
射
済
票
交
付
手
続
き
が
同
時

に
で
き
ま
す
。
す
で
に
登
録
済

の
犬
は
再
登
録
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

登
録
済
犬
に
は
問
診
票
を
印

刷
し
た
は
が
き
を
３
月
下
旬
に

が
引
き
綱
で
行
い
、
突
発
的
な

行
動
に
も
対
処
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

よ
そ
の
家
や
公
園
、
道
路
は

犬
や
ね
こ
の
ト
イ
レ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ふ
ん
は
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
て
持
ち
帰
り
、
始
末
し

て
く
だ
さ
い
。
犬
や
ね
こ
は
し

つ
け
れ
ば
自
宅
で
排
せ
つ
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

犬
や
ね
こ
は
生
後
１
年
ほ
ど

で
子
ど
も
を
生
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
増
え
る
と
困
る
と
き

飼
い
始
め
る
前
に

よ
く
考
え
て

犬
の
放
し
飼
い
は

禁
止
で
す

ふ
ん
の
置
き
去
り

は
困
り
ま
す

不
幸
な
命
を
増
や

さ
な
い
で

犬
は
登
録
し
て
予

防
注
射
を

だ
さ
い
。

○
次
に
該
当
す
る
場
合
、
注
射

会
場
で
注
射
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

（
心
不
全
・
腎
不
全
な
ど
）

・
過
去
に
ワ
ク
チ
ン
な
ど
で
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
異
状
が
あ
っ

た・
人
を
咬
ん
だ
こ
と
が
あ
る

（
狂
犬
病
鑑
定
が
済
ん
で
い
な

い
場
合
）

・
犬
を
抑
え
ら
れ
な
い

環
境
保
全
課
�
80
・
１
２

７
３

●新規登録料 …………………… 3,000円 

●狂犬病予防注射手数料 ……… 2,800円 

●狂犬病予防注射済票 
　　　　　　交付手数料 ………    550円 

　（新規に登録する場合）計……… 6,350円 
　（登録済みの場合は3,350円） 

登録と予防注射の費用 

峰上第15区公民館 
（戸面原ダム駐車場） 
関豊連絡所 
大田和集会場 
峰上公民館 
田倉公民館 
高溝公民館 
環南小学校 
六野公民館 
梨沢公民館 
天神山コミュニティセンター 
花輪集会場 
竹岡コミュニティセンター 
仲村出荷場前 
関山公民館 
市役所天羽行政センター 
市民会館 
農協元湊支店（更和） 
天羽漁協金谷支所 
金谷コミュニティセンター 
竹岡駅 
絹青年館 
西大和田青年館 
千種新田観満寺 
一障青年館 
中央公民館 
粟畑公民館 
大佐和漁業協同組合 
亀沢公民館 
佐貫青年館 
佐貫コミュニティセンター 
八幡研修センター 
笹毛公民館 
富津仲町公民館 
富津東町公民館 
富津浜町区集会場 
下洲漁業協同組合 
本郷区集会場 
二間塚下部集会所 
飯野コミュニティセンター 
内裏塚集会所 
二間塚公民館 
富津連絡所跡地 
富津公民館青堀分館 
富津公民館 
大堀５区集会所 
富津東町公民館 
富津連絡所跡地 
富津公民館青堀分館 
飯野コミュニティセンター 
西大和田青年館 
中央公民館 
佐貫青年館 
八幡研修センター 
峰上公民館 
市役所天羽行政センター 
金谷コミュニティセンター 
竹岡コミュニティセンター 
 

10:20～10:50 
 

11:00～11:30 
13:20～13:40 
13:50～14:20 
10:20～10:40 
10:50～11:20 
13:10～13:40 
13:50～14:30 
10:00～10:20 
10:35～11:20 
11:30～11:50 
13:20～13:50 
13:55～14:10 
14:15～14:30 
10:00～10:50 
11:00～11:50 
13:10～14:20 
10:00～10:20 
10:30～11:30 
13:20～14:00 
9 :50～10:30 
10:40～11:40 
13:10～14:10 
10:00～10:20 
10:40～11:40 
13:10～13:40 
13:50～14:20 
10:00～10:10 
10:20～10:50 
11:00～11:40 
13:10～13:50 
14:00～14:20 
9 :50～10:50 
11:00～11:40 
13:10～13:50 
14:00～14:30 
9 :50～10:10 
10:20～10:40 
10:50～11:40 
13:10～13:40 
13:50～14:30 
9 :50～10:30 
10:40～11:40 
13:00～13:30 
13:40～14:30 
10:00～10:40 
10:50～11:40 
13:10～13:40 
13:50～14:30 
10:00～10:40 
10:50～11:40 
13:10～13:40 
13:50～14:30 
10:00～10:20 
10:40～11:30 
13:00～13:30 
13:40～14:10

月　　　日 会　　　　　　場 時　　間 

４ 月 8 日（火） 

天羽地区 

４ 月 9 日（水） 

天羽地区 

４ 月10日（木） 

大佐和地区 

４ 月11日（金） 

富津地区 

４ 月12日（土） 

全 地 区  

 

どこの会場でも受けることができます。 

狂犬病予防注射日程表

― 

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う 

― 

― 

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う 

― 



・土地改良事業 ………………………………… 126,660千円
・畜産経営環境整備対策事業 ………………………3,730千円
・環境にやさしい農業推進対策事業 ……………… 500千円
・林道整備事業 ………………………………………9,509千円
・東京湾漁業総合対策事業…………………………3,840千円
・漁港整備事業 …………………………………… 40,800千円
・商店街ふれあい環境整備事業 ………………… 10,000千円
・中小企業融資貸付金 …………………………… 20,000千円

・道路整備事業 ………………………………… 346,560千円
・港湾整備事業 …………………………………… 10,352千円
・街路整備事業 ………………………………… 153,624千円
・ふれあい公園整備事業……………………… 109,500千円
・富津公園展望塔整備事業 ……………………… 23,520千円
・富津地区共同福利施設取得事業 …………… 430,864千円
・首都圏第3空港誘致関係費 ………………………1,150千円

・交通安全対策施設整備事業 ………………………6,476千円
・浄化槽設置整備事業補助金 …………………… 20,004千円
・君津地域広域廃棄物処理事業 ……………… 687,467千円
・廃棄物減量化・再資源化等関係経費 ………… 11,716千円
・クリーンセンター整備事業 ………………… 622,606千円
・下水道事業 …………………………………… 510,000千円
・消防自動車整備事業 ………………………… 119,020千円

・身体障害者福祉サービス支援事業 …………… 61,847千円
・知的障害者福祉サービス支援事業 ………… 283,784千円
・老人措置費 ……………………………………… 88,942千円
・精神障害者医療扶助費 ………………………… 50,399千円
・児童扶養手当の給付 ………………………… 137,936千円
・保育所の運営 ………………………………… 714,577千円
・各種検診の委託 ……………………………… 190,679千円

・私立幼稚園就園奨励事業 ……………………… 17,343千円
・小学校大規模改造事業（富津、吉野、大貫）……1,208,863千円
・金谷小学校体育館改築事業 ………………… 390,493千円
・小中学校施設整備事業 ………………………… 23,319千円
・小中学校校舎等の修繕費 ……………………… 35,000千円
・富津中学校体育館改築事業 ………………… 397,904千円
・ふれあいスポーツフェスタ事業 …………………3,000千円
・文化財保護施設整備事業 ……………………… 34,620千円

・市民が誇れる顔づくり事業補助金 ………………1,600千円
・総合行政ネットワークシステム導入事業 ………3,257千円
・住民基本台帳ネットワークシステム導入事業 …7,525千円

（2）

平成15年度の予算が決まりました 平成15年度の予算が決まりました 

歳入 
181億2，800万円 

市税 
96億8,383万 
　5千円 
53.4％ 

国庫支出金 
29億4,022万 
4千円 
16.2％ 

市債 
16億7,460万円 
9.2％ 

繰入金 
7億652万7千円 
3.9％ 

県支出金 
7億6,666万円 
4.2％ 

地方消費税交付金 
4億4,000万円 
2.4％ 

地方交付税 
2億7,000万円 
1.5％ その他 

16億 
4,615万 
4千円 
　9.2％ 

その他 
16億 
4,615万 
4千円 
　9.2％ 

衛生費 
30億9,601万 
　　　　　1千円 
　　17.1％ 

民生費 
32億7,490万 
　　　　3千円 
　　18.1％ 

土木費 
23億6,708万4千円 
13.1％ 

総務費 
22億3,178万 
　　　9千円 
　12.3％ 

教育費 
34億3,256万 
　　　4千円 
　18.9％ 　公債費 

　12億 
5,088万8千円 
　　6.9％ 

消防費 
11億1,632万9千円 
6.2％ 

その他 
13億5,843万2千円 
7.4％ 

歳出 

その他 
16億 
4,615万 
4千円 
　9.2％ 

181億2，800万円 

その他 
16億 
4,615万 
4千円 
　9.2％ 

 

（単位：千円） 

多彩な産業が展開する活力あるまち

一般会計当初予算内訳

※その他…地方譲与税・利子割交付金・ゴルフ場利用税交付金・自動車取得税交
付金・地方特例交付金・交通安全対策特別交付金・分担金及び負担金・使用料
及び手数料・財産収入・寄附金・繰越金・諸収入

※その他…議会費・労働費・農林水
産業費・商工費・災害復旧費・諸
支出金・予備費

◯会計別予算

都市基盤が充実し利便性の高い住環境のまち

自然と調和した快適な生活環境のまち

人々の心がふれあい支えあうまち

豊かな心を育む教育と文化の香るまち

効率的な市政運営と市民参加をめざすまち

広報 
平成 15 年４月１日 ■予算特集号■ 



収入済額　80億3,299万3千円 

4億6,843万9千円 

3,044万6千円 

 

1億6,363万6千円 

6億5,379万1千円 

2億8,612万6千円 

15億9,222万7千円 

予 算 額　96億3,213万6千円 

16億6,066万9千円 

3億7,000万円 

13億7,290万円 

4億8,980万5千円 

3億6,602万8千円 

9億9,995万5千円 

20億6,800万1千円 

収納率　83.4% 

28.2% 

8.2% 

0.0% 

33.4% 

178.6% 

28.6% 

77.0%

支出済額　支出済額　18億3,730万6千円 

15億5,696万4千円 

20億9,081万5千円 

19億6,309万8千円 

13億752万7千円 

6億6,629万5千円 

20億5,051万6千円 

支出済額　18億3,730万6千円 

15億5,696万4千円 

20億9,081万5千円 

19億6,309万8千円 

13億752万7千円 

6億6,629万5千円 

20億5,051万6千円 

予 算 額　額　      30億4,642万円万円 

23億1,704万8千円千円 

33億2,946万円万円 

23億4,990万1千円千円 

18億8,323万6千円千円 

13億7,530万4千円千円 

26億5,812万5千円千円 

予 算 額　      30億4,642万円 

23億1,704万8千円 

33億2,946万円 

23億4,990万1千円 

18億8,323万6千円 

13億7,530万4千円 

26億5,812万5千円 

執行率　60.3% 

67.2% 

62.8% 

83.5% 

69.4% 

48.4% 

77.1%

収入済額　収入済額　80億3,299万3千円 

4億6,843万9千円 

3,044万6千円 

 

1億6,363万6千円 

6億5,379万1千円 

2億8,612万6千円 

15億9,222万7千円 

収入済額　80億3,299万3千円 

4億6,843万9千円 

3,044万6千円 

 

1億6,363万6千円 

6億5,379万1千円 

2億8,612万6千円 

15億9,222万7千円 

予 算 額　額　96億3,213万6千円 

16億6,066万9千円 

3億7,000万円万円 

13億7,290万円万円 

4億8,980万5千円千円 

3億6,602万8千円千円 

9億9,995万5千円千円 

20億6,800万1千円千円 

予 算 額　96億3,213万6千円 

16億6,066万9千円 

3億7,000万円 

13億7,290万円 

4億8,980万5千円 

3億6,602万8千円 

9億9,995万5千円 

20億6,800万1千円 

収納率　収納率　83.4% 83.4% 

28.2% 28.2% 

8.2% 8.2% 

0.0% 0.0% 

33.4% 33.4% 

178.6% 178.6% 

28.6% 28.6% 

77.0%

収納率　83.4% 

28.2% 

8.2% 

0.0% 

33.4% 

178.6% 

28.6% 

77.0%

支出済額　18億3,730万6千円 

15億5,696万4千円 

20億9,081万5千円 

19億6,309万8千円 

13億752万7千円 

6億6,629万5千円 

20億5,051万6千円 

予 算 額　      30億4,642万円 

23億1,704万8千円 

33億2,946万円 

23億4,990万1千円 

18億8,323万6千円 

13億7,530万4千円 

26億5,812万5千円 

平成14年度一般会計の予算額は、当初171億7千万円でスタートしま
したが、これに前年度からの繰越額1,409万８千円を追加し、これまで
の補正で２億2,460万4千円を減額して、169億5,949万4千円となってい
ます。
この予算額に対し、歳入では、112億2,765万8千円が収入済で、歳出

では、114億7,252万1千円が支出済となっています。

市 税

国庫支出金

地方交付税

市 債

県支出金

繰 越 金

繰 入 金

そ の 他

収入済額　112億2,765万8千円

予 算 額　169億5,949万4千円
歳 入 収納率66.2％

支出済額　114億7,252万1千円

予 算 額　169億5,949万4千円
歳 出 執行率67.6％

民 生 費

土 木 費

衛 生 費

総 務 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

は収入済額

は支出済額

　目　的 

道路・橋などの整備 

庁舎・コミュニティセンターなどの整備 

学校の校舎・体育館プールなどの整備 

減税補てん等 

火葬場などの建設 

災害復旧 

農道・漁港などの整備 

その他 

　合　計 

平成14年度末未償還残高見込額（千円） 

 

 

 

学
校
や
道
路
な
ど
、
公
共
施
設
の
整
備
に
は

多
く
の
お
金
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

市
税
や
国
、
県
の
補
助
金
だ
け
で
は
賄
い
き
れ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
国
や
県
な
ど
か
ら
資
金
を

借
り
入
れ
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
借

入
金
を
市
債
と
い
い
ま
す
。

一般会計の状況 

市債の状況 

特別会計の状況 

企業会計の状況 

平成14年度予算の執行状況（2月末現在） 平成14年度予算の執行状況（2月末現在） 

　市では、さまざまな事業を進めていくなかで、みなさん　市では、さまざまな事業を進めていくなかで、みなさんの納めた税金や国、の納めた税金や国、
県からの補助金・市債（道路などの建設費用に借りたお金県からの補助金・市債（道路などの建設費用に借りたお金）などが、どのよう）などが、どのよう
に使われているかをお知らせするため、毎年に使われているかをお知らせするため、毎年4月と月と10月に財政の状況を公表して月に財政の状況を公表して
います。います。 
　今回は、平成　今回は、平成14年度予算の平成年度予算の平成15年2月末日現在の執行状況をお知らせします。月末日現在の執行状況をお知らせします。 

　市では、さまざまな事業を進めていくなかで、みなさんの納めた税金や国、
県からの補助金・市債（道路などの建設費用に借りたお金）などが、どのよう
に使われているかをお知らせするため、毎年4月と10月に財政の状況を公表して
います。 
　今回は、平成14年度予算の平成15年2月末日現在の執行状況をお知らせします。 

土地 1,582,887� 建物 161,875�

車両 145台 積立金 2,281,630千円

市有財産の状況 

（3） 平成 15 年４月１日 ■予算特集号■ 
広報 

かずさクリーンシステムかずさクリーンシステム かずさクリーンシステム 



（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
件
数
は
平
成
13
年
３
月
で
は
６
４
５
件
で
し
た

が
、
今
年
の
１
月
で
は
８
３
３
件
に
増
え
て
い
ま
す
。
施
設
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
件
数
は
、
施
設
の
定
員
に
限
り
が
あ
り
大
き
く
増
え
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
毎
月
３
０
０
件
前
後
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

３
、
居
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

必
要
な
時
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
居
宅
・
施

設
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
的
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
居
宅
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
各
サ
ー
ビ
ス
と
も
毎
年
５
％
の
増
加
を
見
込
ん
だ
計
画
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
施
設
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
今
後
新
た
な
介
護
老
人
福

祉
施
設
が
整
備
さ
れ
、
介
護
老
人
保
健
施
設
も
増
床
に
な
る
予
定
が

あ
り
、
計
画
は
こ
れ
ら
の
利
用
者
の
増
加
も
見
込
ん
だ
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

４
、
介
護
報
酬
の
改
定

保
険
料
の
上
昇
を
押
さ
え
る
た
め
、
ま
た
賃
金
・
物
価
の
下
落
傾

向
、
介
護
事
業
者
の
経
営
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
年
４
月
か
ら
国

が
定
め
る
介
護
報
酬
が
平
均
２
・
３
％
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
（
内
訳

は
在
宅
分
平
均
＋
０
・
１
％
、
施
設
分
平
均
▲
４
・
０
％
）。
こ
れ
に

よ
り
介
護
保
険
の
給
付
費
が
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
以
上

歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者

号
被
保
険
者
）の 

65
歳
以
上

歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者

号
被
保
険
者
）の 

65
歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者
）の 

65
歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者
）の 

65

（4）

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
各
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
や
高
齢
化
率
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
量
の
見
込
み
な
ど
に
基
づ
い
て
、
独
自
に
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
、
平
成
15
年
度
か
ら
３
年
間
の
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
介
護
保
険
課
�
80
・
１
２
６
２

高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を
長
く
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
く
ら
い
必
要
な
の

か
、
ま
た
そ
の
た
め
の
保
険
料
負
担
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
…

…
市
で
は
３
年
ご
と
に
５
年
を
期
間
と
し
た
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
作
り
ま
す
。
今
月
か
ら
、
見
直
し
さ
れ
た
新
し
い
事
業
計
画
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
も
見
直
し
が
行
わ
れ
、
新
た

な
金
額
が
３
月
の
定
例
市
議
会
の
可
決
を
も
っ
て
正
式
に
決
定
し
ま

し
た
。

１
、
要
介
護
者
が
増
え
て
い
る

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
全
国
的
に
要
介
護
者
の
数
が
増
え
て
い

ま
す
。
富
津
市
で
も
、
平
成
12
年
４
月
の
制
度
開
始
時
点
で
は
認
定

者
数
は
約
９
０
０
人
で
し
た
が
、
今
年
の
１
月
末
で
は
１
４
７
０
人

と
増
え
て
い
ま
す
。

２
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増
え
て
い
る

介
護
保
険
制
度
の
定
着
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
の

数
や
利
用
量
が
増
え
て
い
ま
す
。
富
津
市
で
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画

●
新
し
い
事
業
計
画
に
基
づ
い
て

介
護
保
険
料
が
見
直
さ
れ
ま
す

●
保
険
料
見
直
し
が
必
要
な
わ
け
は

現在は32,160円 
ともに第3段階の人 ） （ 

　サービス事業者を選ぶ際に参考

にしてもらうため、市内の各指定

事業者の給付実績一覧（富津市の

被保険者の利用分）を公開してい

ます。本庁1階の7番窓口、介護保

険課にありますので、ご活用くだ

さい。 

４月からの基準額は 
　 32,400円　　 です 
 

（年額） 

保険料基準額は 
市の介護保険にかかる費用のうち 
第１号被保険者負担分 

市の第１号被保険者数 

（全体の18％） 

 ●  ●  ●  ● 

事業者別 
給付実績情報を公開 
事業者別 
給付実績情報を公開 

広報 
平成 15 年４月１日 ■介護保険特集号■ 

昨年の市長の老人ホーム訪問

大善関が訪れた大佐和苑

音楽セラピー花コンサートが開か
れた望みの門
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介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
は
、

40
歳
以
上
の
人
の
納
め
る
保
険
料
と
公
費
（
税
金
）
で
半
分
ず
つ

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
保
険
料
が
、
富
津
市
の
介
護
保

●
大
切
な
保
険
料

険
を
支
え
て
い
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

本
人
の
負
担
が
増
え
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る

な
ど
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
年
以
上
滞
納
す
る
と→

支
払
い
方
法
の
変
更
（
償
還
払
い
）

サ
ー
ビ
ス
費
用
を
い
っ
た
ん
全
額
（
10
割
）
支
払
い
、
後
で
市

に
申
請
し
て
９
割
相
当
分
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
年
６
ヵ
月
以
上
滞
納
す
る
と→

給
付
の
差
し
止
め

償
還
払
い
に
な
っ
た
給
付
費
が
、
一
時
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
。

な
お
滞
納
が
続
く
と
、
差
し
止
め
ら
れ
た
給
付
費
か
ら
保
険
料
が

差
し
引
か
れ
ま
す
。

２
年
以
上
滞
納
す
る
と→

利
用
者
負
担
の
引
き
上
げ

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
未

納
の
期
間
に
応
じ
て
自
己
負
担
が
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。 ●

保
険
料
を
納
め
な
い
と
…

国の負担金 
25.0％ 

県の負担金 
12.5％  

40から64歳の 
人の保険料 
　　32.0％ 

65歳以上の 
人の保険料 
　　18.0％ 

65歳以上歳以上の 
人の保険料保険料 
　　　　18.0％ 

65歳以上の 
人の保険料 
　　18.0％ 

市の負担金担金 
12.5％ 

市の負担金 
12.5％ 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
・
滞
納
に
ご
注
意
！

〈介護保険制度・保険料についてもっと知りたい!!〉
市民の皆さんが広く介護保険制度を理解し、そして活用で
きるように依頼に応じて市の職員が説明にうかがいます。地
区や老人会など各団体で、介護保険制度について直接説明を
受けたいというご希望がありましたら、介護保険課まで連絡
を。日時や場所など可能な限り、ご希望に応じます。

第１段階 

Ｈ16年度 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 10 月 11 月 12 月 １ 月 ２ 月 ３ 月 合　計 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

４ 月 

2,800 
 

4,100 
 

5,500 
 

6,800 
 

8,200

2,800 
 

4,100 
 

5,500 
 

6,800 
 

8,200

2,200 
 

3,300 
 

4,400 
 

5,500 
 

6,600

2,000 
2,500 
3,000 
4,100 
4,000 
5,200 
5,000 
6,800 
6,000 
7,900

2,000 
2,700 
3,000 
4,000 
4,000 
5,400 
5,000 
6,700 
6,000 
8,100

2,000 
2,700 
3,000 
4,000 
4,000 
5,400 
5,000 
6,700 
6,000 
8,100

2,000 
2,700 
3,000 
4,000 
4,000 
5,400 
5,000 
6,700 
6,000 
8,100

16,200 
16,200 
24,300 
24,300 
32,400 
32,400 
40,500 
40,500 
48,600 
48,600

2,000 
 

3,000 
 

4,000 
 

5,000 
 

6,000

2,000 
 

3,000 
 

4,000 
 

5,000 
 

6,000

2,000 
 

3,000 
 

4,000 
 

5,000 
 

6,000

第１段階 

Ｈ15年度 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 10 月 11 月 12 月 １ 月 ２ 月 ３ 月 合　計 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

４ 月 

2,600 
 

4,000 
 

5,300 
 

6,700 
 

8,000

2,600 
 

4,000 
 

5,300 
 

6,700 
 

8,000

2,200 
 

3,300 
 

4,400 
 

5,500 
 

6,600

2,000 
2,600 
3,000 
4,000 
4,000 
5,300 
5,000 
6,700 
6,000 
8,000

2,000 
2,800 
3,000 
4,100 
4,000 
5,500 
5,000 
6,800 
6,000 
8,200

2,000 
2,800 
3,000 
4,100 
4,000 
5,500 
5,000 
6,800 
6,000 
8,200

2,000 
2,800 
3,000 
4,100 
4,000 
5,500 
5,000 
6,800 
6,000 
8,200

16,200 
16,200 
24,300 
24,300 
32,400 
32,400 
40,500 
40,500 
48,600 
48,600

2,000 
 

3,000 
 

4,000 
 

5,000 
 

6,000

2,000 
 

3,000 
 

4,000 
 

5,000 
 

6,000

2,000 
 

3,000 
 

4,000 
 

5,000 
 

6,000

平成15・16年度　保険料表　 （単位：円） 

平成 15 年４月１日 ■介護保険特集号■ 
広報 

・各段階の上段が普通徴収（納付書で納める）、下段が特別徴収（年金からの天引き）の人の金額を表しています。
・特別徴収の人で、16年度まで保険料段階に変更のない人は、16年8月に金額を調整する場合があります。
・年度の途中で65歳になる人の保険料は、65歳になる月（１日が誕生日の場合はその前月）分から第１号被保険者となるので、
その額の保険料を納めることになります。この場合、すぐには特別徴収（年金からの天引き）とならず、普通徴収（納付書
で納める）となります。

・第１段階　（年額16,200円）生活保護を受けている人、または老齢福祉年金を受給し市民税非課税世帯の人
・第２段階　（年額24,300円）市民税非課税世帯の人
・第３段階　（年額32,400円）本人が市民税非課税で世帯に市民税課税者がいる人
・第４段階　（年額40,500円）本人が市民税課税で合計所得金額が200万円未満の人
・第５段階　（年額48,600円）本人が市民税課税で合計所得金額が200万円以上の人

保険料段階は、本人の前年の所得や世帯の課税状況などによって決定します。特別徴収の人には

「介護保険料額決定通知書兼特別徴収開始通知書」を、普通徴収の人には「介護保険料納入通知書」

を７月中旬に送る予定です。なお、特別徴収の人は、この決定までの間（4、6月）は、2月と同じ

金額が仮徴収されます。
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日夜活動する地元消防団 日夜活動する地元消防団 

春の火災予防運動の防火ポスター展の入賞者
市内の13の小学校から178
点の作品の応募があり、その
中から選ばれた入賞者を紹介
します。

富津市長賞

天神山小学校6年生

椎熊
しいくま

結
ゆ

衣
い

子
こ

さん

教育長賞　　　　　　　　関豊小学校４年生　 小林　雅紀
消防長賞　　　　　　　　天神山小学校５年生 山嵜　成実
消防団長賞　　　　　　　湊小学校６年生　　 小間　庄平
危険物安全協会長賞　　　天神山小学校６年生 進藤　望未
イオン富津賞　　　　　　佐貫小学校６年生　 猪俣　　勇
千葉県危険物安全協会連合会長賞

環小学校４年生　　 牧野　絢香
千葉県消防設備協会長賞　飯野小学校５年生　 鈴木真由美

（敬称略）
電
源
立
地
促
進
対
策
交
付
金
事
業
に
よ
り
、

高
規
格
救
急
車
が
３
月
１
日
か
ら
、
消
防
署

天
羽
出
張
所
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
消
防
署
と
消
防
署
富
津
出
張
所

に
加
え
、
３
つ
の
各
署
所
に
１
台
づ
つ
、
計

３
台
の
す
べ
て
の
救
急
車
に
救
急
救
命
士
が

搭
乗
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
救

命
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

新しい消防団組織図

4月からの新しい
消防団管轄図

今月から、消防団組織が一部変更になり、新しい組織で活動します。
地域の人たちの生命や財産を守るため、消防団は日夜活動しています
が、近年の消防団を取り巻く環境は、少子化や団員の高齢化、サラリー
マン団員の増加などで団員の確保が大変困難な状況です。そのため、消
防団では、団員の定員やポンプ自動車の配置、詰所の数などを検討した
結果「消防団将来計画」を取りまとめ、計画に沿って分団の統廃合を行
っています。平成13年4月1日には12個分団26個部679人の体制にし、
今回これを12個分団16個部578人体制としました。
問 消防本部総務課�65・4903

 

分　団　名 

本　　　部 市内全域 

富津、新富の一部 

新井、川名、篠部、新富の一部 

下飯野、上飯野、二間塚、前久保、本郷 

青木、西川、新富の一部 

大堀、新富の一部 

小久保、岩瀬、千種新田 

上、近藤、八田沼、中、西大和田、絹、相野谷、一色、障子谷 

湊（上町・犬吠・仲町・下町・富士見町・長浜）海良・売津・竹岡（十宮） 

数馬、岩坂、更和、加藤、望井、台原、桜井 

花輪、不入斗、長崎、横山、相川、梨沢 

岩本、志駒、山中 

佐貫（佐貫・東佐貫）、亀田（中村・大坪）、鶴岡、宝竜寺、花香谷、亀沢、 
八幡、笹毛 

竹岡（北町・南町・新町・川向・外宿・松原・森戸・仲村・大釜戸・山入・金山・ 
関山・白狐）萩生（谷坪・大浜・星谷・黄金井戸・萩生新町） 

金谷（富貴・大沢・島戸倉・芝崎・荒戸・仲台・岡・久保・新町・仲町・田尻） 

田原、六野、大森、寺尾、山脇、押切、志駒（中郷）、小志駒、恩田、東大和田、 
高溝、宇藤原、田倉 

大川崎、大田和、関、御代原、豊岡（小畑・神徳・中倉・志組・小倉・戸面原・ 
逆木・宇藤木・上郷） 

第１分団 
第１部 

第２部 

第１部 

第１部 

第１部 

第１部 

第１部 

第１部 

第１部 

第１部 

第１部 

第２部 

第１部 

第２部 

第１部 

第２部 

第２分団 

第３分団 

第４分団 

第５分団 

第６分団 

第７分団 

第８分団 

第９分団 

第10分団 

第11分団 

第12分団 

管　　轄　　区　　域 
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募
集
し
て
い
ま
す

◆
「
今
が
旬
」
の
原
稿
（
４
０
０
字
以
内
）

◆
「
ふ
る
さ
と
を
想
う
」、「
な
か
よ
し
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て

く
だ
さ
る
人
・
団
体

◆
「
や
ん
ち
ゃ
ざ
か
り
」（
写
真
と
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
と
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
）

送
り
先
・
連
絡
先
・
　
〒
２
９
３
│
８
５
０
６
　
富
津
市
下
飯
野
２
４
４

３

富
津
市
役
所
情
報
課
広
報
広
聴
係
�
80
・
１
２
２
５
�
80
・
１
３
５
０

退
職
者
医
療
の
資
格
の
あ
る

人
が
、
年
金
証
書
が
届
い
て
い

な
い
た
め
に
や
む
を
得
ず
一
般

の
保
険
証
で
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
場
合
、
申
請
す
る
と
国

保
の
自
己
負
担
３
割
と
、
退
職

者
医
療
制
度
で
の
自
己
負
担
２

割
（
被
扶
養
者
は
入
院
の
み
）

と
の
差
額
１
割
分
が
特
例
療
養

費
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
４
月
１
日
か
ら
自
己
負

担
の
割
合
が
３
割
に
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
特
例
療
養
費
の
支

給
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
３
月

ま
で
に
か
か
っ
た
も
の
に
つ
い

て
は
受
け
付
け
ま
す
。

外
来
（
在
宅
医
療
を
含
む
）

で
薬
剤
を
処
方
し
て
も
ら
っ
た

場
合
に
は
、
何
種
類
の
薬
を
何

日
分
投
与
さ
れ
た
か
に
よ
っ
て
、

一
定
の
額
を
別
途
負
担
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
「
薬
剤
に
か

か
る
一
部
負
担
金
」
は
無
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
外
来

で
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
一
部
負
担
金
は
「
３
割
＋
薬

剤
負
担
分
」
か
ら
「
３
割
」
の

み
と
な
り
、
負
担
は
軽
減
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

②
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
人

③
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合

な
ど
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る

人
で
、
そ
の
加
入
期
間
が
20

年
以
上
、
も
し
く
は
40
歳
以

降
10
年
以
上
あ
る
人

※
手
続
き
に
必
要
な
書
類

国
民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん
、

年
金
証
書
（
加
入
期
間
の
わ
か

る
も
の
）、
被
扶
養
者
が
い
る
場

合
は
そ
の
人
の
国
民
健
康
保
険

証

４
月
１
日
か
ら
健
康
保
険（
健

保
組
合
、
共
済
な
ど
）
で
の
自

己
負
担
の
割
合
が
３
割
に
統
一

さ
れ
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
退
職

者
医
療
制
度
で
の
自
己
負
担
の

割
合
も
、
本
人
、
被
扶
養
者
と

も
に
３
割
に
な
り
ま
す
。

・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

問い合わせ 

国保年金課  �80・1254

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

学
生
で
も
20
歳
に
な
っ
た
ら
、

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
せ
ん
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど

の
学
生
に
は
収
入
が
な
く
、
保

険
料
は
親
が
納
付
し
て
い
る
例

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
親
の
負
担
を
解

消
し
、
学
生
の
間
は
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
保
険
料
を
納
付
で

き
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
大
学
・

高
等
専
門
学
校
・
そ
の
ほ
か
各

種
学
校
に
在
学
す
る
20
歳
以
上

の
学
生
で
前
年
所
得
が
68
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
・
定
時
制
課
程
の

学
生
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請
は
市
役
所
国
保
年
金
課

・
天
羽
行
政
セ
ン
タ
ー
・
峰
上

出
張
所
で
受
け
付
け
で
き
ま
す

富
津
市
関
の
志
組
谷
で
「
姥

足
」
に
直
面
し
た
の
は
、
昭

和
二
十
九
年
で
し
た
。
近
く

に
姥
石
と
い
う
地
名
も
あ
り

そ
の
川
沿
い
に
は
、
八
角
形

の
巨
石
も
あ
っ
て
昔
が
生
き

て
い
ま
し
た
。

姥
足
は
昔
々
の
関
の
姥
様

の
足
跡
と
伝
え
、
形
は
た
し

か
に
大
き
な
足
跡
に
見
え
、

水
田
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の

で
カ
メ
ラ
に
収
め
ま
し
た
。

こ
の
姥
様
は
鹿
野
山
よ
り
も

大
き
な
巨
人
で
、
中
沼
の
主ぬ

し

と
飲
み
水
の
こ
と
で
争
い
を

お
こ
し
、
一
人
住
ま
い
が
心

細
く
な
り
北
の
仲
間
を
探
し

に
出
た
そ
う
で
す
。
姥
足
は

こ
の
時
の
足
跡
だ
と
い
わ
れ

て
お
り
、
大
き
な
姥
石
は
姥

様
が
木
の
実
を
粉
に
し
た
石

臼
だ
っ
た
と
も
、
同
行
の
三

浦
八
郎
衛
門
さ
ん
か
ら
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
姥
足

の
伝
説
は
志
組
谷
に
も
う
一

か
所
と
、
宇
藤
木
な
ど
に
一

里
ご
と
に
残
っ
て
い
る
な
ど

と
も
聞
き
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
巨
人
伝
説
で
房

総
だ
け
で
も
約
五
十
か
所
あ

り
ま
す
が
、
姥
様
か
ら
遠
い

日
の
草
分
け
の
開
拓
者
が
、

次
に
渡
来
し
た
稲
作
の
文
化

に
敗
れ
た
歴
史
の
反
映
を
感

じ
ま
し
た
。
小
著
『
房
総
の

民
話
』（
未
来
社
）
で
紹
介
し

ま
し
た
が
、
現
在
の
姥
足
は

林
道
造
成
で
指
先
の
部
分
が

欠
け
、
梅
の
木
が
植
え
ら
れ

て
い
て
歳
月
の
経
過
を
示
し

て
お
り
ま
す
。

―
志
組
谷
の
姥
足
―

4月から
退職者医療制度が
変わりました

ご厚意
ありがとう

（敬称略）

社
会
福
祉
振
興
に

●
さ
つ
ま
い
も
の
会
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
２
０
０
０
円

●
大
佐
和
商
工
会
女
性
部

２
万
５
６
８
７
円

●
鹿
児
島
県
人
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
万
３
０
０
０
円

●
大
成
企
業
�

４
０
４
３
円

●
悦
の
会

４
万
５
７
４
３
円

●
真
佐
稀
会
　

５
万
円

国保年金課 

�80・1271

問い合わせ 

国
保
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

国
保
の
加
入
や
脱
退
は

14
日
以
内
に

ご
存
知
で
す
か

学
生
納
付
特
例
制
度

―
納
付
を
猶
予
―

の
で
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書
を
持
参
し
（
本
人
以
外
の

人
が
申
請
す
る
場
合
は
印
鑑
が

必
要
に
な
り
ま
す
）
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

世
帯
全
員
の
住
民
票
の

写
し
の
交
付
手
数
料
が
、

４
月
か
ら
何
人
で
も
１
通

３
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
１
人
３
０

０
円
に
世
帯
員
が
１
人
増

え
る
毎
に
50
円
が
加
算
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
見
直

し
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
部

分
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

一
人
の
住
民
票
の
写
し

の
交
付
手
数
料
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
３
０
０
円
で

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
課
�
80
・
１
２
５

３

企画係 
�80・1223 
地域政策係 
�80・1227 
庶務係 
�80・1252 
交通防犯係 
�80・1276 
国民健康保険係 
�80・1271 
国民年金係 
�80・1254 
庶務係 
�67・0514 
市民係 
�67・0512 
都市計画係 
�80・1313 
都市整備係 
�80・1316

企画係 
�80・1223 
�80・1227

庶務係 
�80・1252 
�80・1276

国保年金係 
�80・1271 
�80・1254

市民係 
�67・0514 
�67・0512

都市計画係 
�80・1313 
�80・1316

企　画　課 

市　民　課 

国保年金課 

街づくり課 

天 羽 行 政 
セ ン タ ー 

建　設　部 

総合政策部 

市民福祉部 

部 課 係 

手
数
料
の
一
部
が

変
わ
り
ま
し
た

―
住
民
票
が
何
人
で
も
1
通
3
0
0
円
に
―

◎
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

と
き
の
自
己
負
担
３
割
に

◎
特
例
療
養
費
の
支
給
が

な
く
な
り
ま
し
た

◎
外
来
の
「
薬
剤
に
か
か
る

一
部
負
担
金
」
が
な
く
な
り

ま
す

退職医療制度の対
象となるのは次の
条件にあてはまる
人（退職被保険者
本人）とその被扶
養者です

係
の
統
合
を
行
い
、
４
月
か
ら
５
係
を
削
減
し
ま
し
た
。

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
組
織
を
つ
く
り
、
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
事
務

事
業
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
見
直
し
を
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
事
務
は
引
き
続
き
新
し
い
係
で
行
い
ま
す
。

問
行
政
管
理
課
�
80
・
１
２
１
１

市
役
所
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た

│
5
係
削
減
し
、
効
率
的
な
行
政
組
織
に
│



４
月
１
日
か
ら
は
、
信
用
保
証

料
率
が
信
用
力
に
応
じ
て
変
化

す
る
こ
と
に
伴
い
、
信
用
保
証

料
の
全
額
負
担
を
廃
止
し
、
利

子
の
一
部
を
2.0
％
に
引
き
上
げ

て
補
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。な

お
、
す
で
に
融
資
を
受
け

て
い
る
人
は
、
従
前
の
取
扱
い

と
な
り
ま
す
。

商
工
観
光
課
�
80
・
１
２
８

７
市
で
は
、
地
域
の
人
た
ち
の

「
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
」を
応

援
し
て
い
ま
す
。
15
年
度
の
補

助
金
交
付
提
案
書
を
６
月
末
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
団
体

市
内
で
活
動
す
る

10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体

（
過
半
数
が
市
内
在
住
、
在
勤
、

（8）

申
込
受
付
期
間

７
月
１
日
�

〜
８
日
�
（
郵
送
は
当
日
消
印

有
効
）

※
受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
は

種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

人
事
院
関
東
事
務
局
第
二
課

�
０
４
８
・
７
４
０
・
２
０
０

６
（
�
種
�
種
）、
２
０
０
７

（
�
種
）

試
験
日

６
月
15
日
�

試
験
会
場

木
更
津
総
合
高
校

・
清
和
大
学

申
し
込
み

消
防
本
部
予
防
課
、

消
防
富
津
出
張
所
、
消
防
天
羽

出
張
所
に
あ
る
願
書
に
記
入
の

上
、
４
月
14
日
�
〜
17
日
�
ま

で
に
消
防
本
部
予
防
課
へ
提
出

同
課
�
65
・
４
９
１
２

再
就
職
を
希
望
す
る
人
に
各

種
の
相
談
や
情
報
提
供
を
行
い

ま
す

種
と
も
実
務
経
験
が
必
要

受
付
期
間

４
月
３
日
�
〜
16

日
�
（
土
日
除
く
）

試
験
日

６
月
11
日
�
〜
９
月

７
日
�
の
指
定
す
る
日

千
葉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

�
０
４
３
・
２
９
６
・
１
１
５

０採
用
予
定
人
員
・
職
種

土
木

作
業
員
２
人

受
験
資
格

昭
和
28
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
普
通
自
動

車
運
転
免
許
資
格
を
有
す
る
人

採
用
方
法

面
接
と
書
類
審
査

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
筆
記

試
験
を
行
う
）

申
込
受
付
期
間

４
月
７
日
�

〜
18
日
�

面
接
日

４
月
25
日
�

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

土
木
課
�
80
・
１
２
９
９

お 
知 
ら 
せ 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

案
　
内
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

月

日

 

　
月
　
月
・
　
月
の
相
談

　
月
の
相
談

　
月
・
　
月
の
相
談

相

談

名

 　

月

 　

月

 

２ 

日 

３ 

日 

４
日 

16
日 

２
日 

21
日 

７
日 

月
曜
日 

火
水
金 

月
曜
日 

火
水
金 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

月
〜
金 

第

２ 

月
曜
日 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

月
曜
日 

毎

週

 

水
曜
日 

第
１
・
第
３ 

金
曜
日 

毎

週

 

月
〜
金 

毎
週 

月
〜
金 

※
水
曜
日 

　
は
除
く 

７ 

日 

８
日 

９
日 

場

所

 

時

間

 

問
い
合
わ
せ 

各
公
立
保
育
所 

市
民
課 

�
80
・
１
２
５
２ 

福
祉
事
務
所 

�
80
・
１
２
５
６ 

商
工
観
光
課 

�
80
・
１
２
８
７ 

商
工
観
光
課 

�
80
・
１
２
８
７ 

市
民
課 

�
80
・
１
２
７
６ 

納
税
課 

�
80
・
１
２
４
３ 

市

役

所

 

中
央
公
民
館 

市
民
会
館 

市
役
所 

（
第
３
火
曜
日

は
市
民
会
館
） 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

各
公
立
保
育
所 

富
津
公
民
館
 

中
央
公
民
館 

市
民
会
館 

毎

週

 

月
〜
金 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
後
５
時
〜 

　
　
７
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

（
電
話
可
） 

午
前
８
時 

　
30
分
〜 

午
後
５
時 

（
電
話
可
） 

毎

週

 

月
〜
金 

 12 

日 

10 

日 

24 

日 

毎

週

 

火
曜
日 

毎

週

 

火
曜
日 

結

婚

相

談

 

児
童
家
庭
相
談 

職

業

相

談

 

消

費

生

活

 

苦

情

相

談

 

子

育

て

 

ア
ド
バ
イ
ス 

シ
ル
バ
ー
相
談 

人
生
な
ん
で
も
相
談 

交
通
事
故
相
談 

納

付

相

談

 

人
権
・
行
政
相
談 

 

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。 

相

談

名

 

福

祉

相

談

 

介

護

相

談

 

法

律

相

談

 

子
育
て
相
談 

住
宅
改
造
相
談 

場

所

 

相
談
員 

民
生
委
員 

弁

護

士

 

保

育

士

 

介
護
福
祉
士 

建

築

士

 

介
護
福
祉
士 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

学
識
経
験
者 

相
談
方
法 

面

接

 

電
話 

80
・
７
３
２
１ 

電
話 

67
・
２
８
０
１ 

電
話 

87
・
５
０
７
７ 

面
接 

◆
予
約
制 

87
・
９
６
１
１ 

電
話 

０
４
３
８
・
37
・ 

２
９
４
８
 

65
・
２
７
７
２ 

65
・
０
０
５
９ 

87
・
２
１
０
４ 

面
接
も
可 

時

間

 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

午
後
１
時
〜 

　
　
　
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

セ
ン
ト
ケ
ア 

木
更
津 

和
光
保
育
園 

大
貫
保
育
園 

富
津
保
育
園 

特
別
養
護
老
人 

ホ
ー
ム 

【
紫
苑
荘
】 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

セ
ン
タ
ー 

天
羽
老
人 

憩
の
家 日 

27 
 30 

日 

28 
・ 30  

�
87
・
９
６
１
１ 

ふ
れ
あ
い
相
談 

問 

社
会
福
祉
協
議
会 

各
　
　 

種
　
　 

相
　
　 

談 

５５
５ 

４ 

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。 

４４

〜 

今
年
度
は
、交
付
申
請
書（
建

築
確
認
申
請
書
の
写
し
、
ま
た

は
浄
化
槽
設
置
届
の
写
し
な
ど

の
添
付
が
必
要
）
を
４
月
14
日

�
か
ら
受
け
付
け
し
、
交
付
対

象
者
を
随
時
決
定
す
る
方
式
に

な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

環
境
保
全
課
�
80
・
１
２
７

３
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
が
市
の

融
資
を
受
け
る
と
き
、
今
ま
で

は
信
用
保
証
料
の
全
額
負
担
と

利
子
の
一
部（
1.5
％
）を
市
が
補

給
す
る
助
成
を
し
て
き
ま
し
た
。

浄
化
槽
補
助
金
交
付
申
請
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す

Ⅰ
種
試
験

試
験
区
分

行
政
、
法
律
な
ど

13
区
分

申
込
受
付
期
間

４
月
１
日
�

〜
８
日
�
（
郵
送
は
当
日
消
印

有
効
）

Ⅱ
種
試
験

試
験
区
分

行
政
、
図
書
館
学

な
ど
12
区
分

申
込
受
付
期
間

４
月
14
日
�

〜
28
日
�
（
郵
送
は
当
日
消
印

有
効
）

Ⅲ
種
試
験

試
験
区
分

行
政
事
務
、
税
務

な
ど
９
区
分

募
　
集
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

平
成
15
年
度
市
民
が
誇
れ
る
市
の

顔
づ
く
り
関
連
事
業
補
助
金
の
交

付
提
案
書
を
受
け
付
け
ま
す

千
葉
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
支
庁
内
）

�
０
４
３
・
２
２
３
・
５
７
３

５
ま
た
は
２
２
４
・
２
９
１
８

東
葛
飾
セ
ン
タ
ー
（
東
葛
飾
支

庁
内
）
�
０
４
７
・
３
６
１
・

４
０
１
６
、
４
０
４
３

労
働
者
災
害
補
償
保
険
と
雇

用
保
険
の
「
年
度
更
新
」
の
手

続
き
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月

20
日
ま
で
で
す
。
お
近
く
の
銀

行
や
郵
便
局
な
ど
を
通
じ
て
早

め
に
手
続
き
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

千
葉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

課
�
０
４
３
・
２
２
１
・
４
３

１
７

職
種

園
芸
装
飾
、
造
園
、
金

属
熱
処
理
、
粉
末
冶
金
な
ど
42

職
種
77
作
業

等
級

１
級
、
２
級
、
３
級（
一

部
職
種
）
と
単
一
等
級

受
検
資
格

原
則
と
し
て
各
職

主な改正点は
○無登録農薬の製造、輸入、使用の禁止（販売は従来から禁止）
○農薬使用基準に違反する農薬使用の禁止
○罰則の強化　　など

農薬は農林水産省の登録番号のあるものを、ラベルをよく読んで
使いましょう。
詳しい情報は農林水産省ホームページ農薬コーナーで
http://www.maff.go.jp/nouyaku/

農薬は正しく使おう！ 在
学
の
人
で
構
成
）。
但
し
市

の
ほ
か
の
補
助
金
を
受
け
て
同

じ
趣
旨
の
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
は
除
く

対
象
事
業

①
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
公
共
性
の
あ
る
事
業

②
区
や
自
治
会
、
市
民
団
体
な

ど
が
自
ら
企
画
し
実
施
す
る
事

業
（
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目

的
と
し
た
も
の
は
除
く
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

企
画
課
�
80
・
１
２
２
３

富
津
市
中
小
企
業
資
金
融
資

制
度
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

平
成
15
年
度
国
家
公
務
員
採
用

Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
、
Ⅲ
種
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

県
民
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

の
利
用
を

労
働
保
険
料
の

申
告
と
納
付

平
成
15
年
度

前
期
技
能
検
定

臨
時
職
員
募
集

― 3月10日から改正
農薬取締法が施行 ―

富津都市計画の素案の縦覧と公聴会の開催

君津市 
鹿野山のはしご獅子舞 
日時　4月28日� 
　　　午後0時30分～ 
場所　白鳥神社前の九十 
　　　九谷広場 
　君津市商工観 
光課　56・1325

 

袖ケ浦市 星野富弘  花の詩画展 
日時　５月10日�～6月1日� 
　　　開館午前９時～午後５時（月曜休館） 
場所　袖ケ浦市郷土博物館 
入場料　一般200円、高校生150円、小中学生100円 
　袖ケ浦市郷土博物館　　0438・63・0811

 

木更津市 
真里谷城址たけのこ祭り 

　木更津市観光案 
内所　 0438・22・ 
7711

日時　4月20日�（雨天決行） 
　　　午前10時～午後3時 
場所　木更津市少年自然の 
　　　　　家キャンプ場 
　　　　 
 
 

 

都市計画法の改正により、県では、すべての都市計画区域で整備や開
発、保全の方針を定める「都市計画区域マスタープラン」を平成16年を
目標に策定することとなっています。これは、富津市では、富津都市計
画区域と大佐和都市計画区域について、長期的な視点に立った都市の将
来の姿を明らかにするとともに、その実現に向けての大きな道筋を示そ
うとするもので、その内容は、都市計画の目標、土地利用や都市施設な
どの決定の方針です。
この策定にあたり、市で作成した原案を基に県が富津都市計画につい
ての素案をとりまとめたところです。今後これらの都市計画案を進めて
いく上で参考とするため、皆さんからのご意見を伺いたく、素案を縦覧
するとともに公聴会を開催します。
なお、公聴会で公述を希望する場合は、あらかじめ申し出が必要です。
公述の申し出がない場合は、公聴会は開催しません。

素案の縦覧

期間 4月4日�～18日� 午前9時～午後5時（土日を除く）
場所 千葉県都市部都市政策課と市役所街づくり課
内容 ①都市計画区域の整備と開発、保全の方針

②区域区分（計画書の変更）

公聴会の開催

日時 5月18日�　午後2時30分～
場所 市役所１階大会議室
公述人の資格 富津都市計画区域に住所のある人（法人も含む）
公述の申し出の方法 市役所街づくり課にある申出書に住所、氏名、
年齢などを記入の上、述べようとする意見の要旨を添付し、4月4日�
～18日�までに〒293-8506富津市下飯野2443富津市役所建設部街
づくり課へ郵送（当日消印有効）か直接
公述人の選定 公述希望多数の場合は4月25日�午後2時から県庁
7階都市部会議室にて抽選（公開、後日本人に通知）
公聴会の傍聴 傍聴を希望する人は、当日直接会場へ（先着順）

問千葉県都市部都市政策課�043・223・3161、
市役所街づくり課�80・1313（公聴会当日は街づくり課のみ）
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市
民
課
�
80
・
１
２
７
６

人
権
上
の
問
題
や
悩
み
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く

ご
相
談
を
。
費
用
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
り
ま
す
。
４
月
２
日

�
の
相
談
日
か
ら
、
富
津
公
民

館
か
ら
市
役
所
に
変
更
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
と
市
民
会
館
は
今

ま
で
ど
お
り
で
す
。
相
談
日
や

時
間
な
ど
は
各
種
相
談
の
欄
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
課
�
80
・
１
２
５
２

今
月
か
ら
、
曜
日
の
変
更
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
新
し
く
「
薬
物
相

談
」
を
設
け
ま
し
た
。

思
春
期
相
談

毎
月
第
２
水
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
予
約
制
）

心
の
健
康
相
談

毎
月
第
１
、
第
２
、
第
３
、
第

４
木
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時（
予

約
制
）

酒
害
相
談

毎
月
第
１
火
曜
日
午
後
２
時
〜

４
時

薬
物
相
談

毎
月
第
３
火
曜
日
午
後
２
時
〜

４
時同

保
健
所
�
０
４
３
８
・
22

３
７
４
３

日
時

４
月
２
日
�
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

場
所

市
役
所
１
階
１
０
１
会

議
室

内
容

土
地
の
境
界
、
建
物
新

築
に
関
す
る
調
査
、
売
買
な
ど

千
葉
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

木
更
津
支
部
長
吉
田
�
０
４
３

８
・
41
・
０
４
１
４

雇
用
関
係
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
労
働
相
談
は
、
今
月
か

ら
千
葉
県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す

労
働
相
談
員
対
応

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午

ら
４
月
上
旬

自
衛
隊
木
更
津
募
集
事
務
所

�
０
４
３
８
・
23
・
５
７
３
４

「
市
民
ま
ち
づ
く
り
塾
」
は
、

か
ず
さ
地
域
（
木
更
津
・
君
津

・
富
津
・
袖
ケ
浦
市
）
を
よ
り

魅
力
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
る
塾
で
す

（
年
５
回
開
催
予
定
）

第
１
回

日
時

４
月
12
日
�
午
後
１
時

〜
６
時
ご
ろ

場
所

小
櫃
公
民
館

内
容

木
更
津
高
専
技
術
専
門

職
員
白
井
淳
治
さ
ん
を
講
師
に

小
櫃
川
流
域
を
歩
き
な
が
ら
川

の
流
れ
の
変
化
や
植
物
、
魚
に

つ
い
て
学
習

対
象

か
ず
さ
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど

な
た
で
も

会
費

年
会
費
３
０
０
０
円

申
込
先
・

�
か
ず
さ
青
年
会

議
所
内
「
市
民
ま
ち
づ
く
り
塾
」

事
務
局
�
０
４
３
８
・
36
・
２

６
０
９

対
象

小
学
校
２
年
生
か
ら
高

校
生
（
初
心
者
も
Ｏ
Ｋ
）

練
習
日

原
則
毎
月
第
２
第
４

　 

問 �65・4913

消
子
ち
ゃ
ん
の
そ
こ
が
知
り
た
い
住
宅
防
火 

1 1 9消防 

火
災
案
内
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

�
65
・
４
９
４
９ 

シ
キ
ュ
ー 

シ
キ
ュ
ー 

消
子ち

ゃんからのひとこと

消す心  置いてください  火のそばに
平成14年度標語 

 　住宅火災で尊い命を失う人は、毎年およそ1000人に 
のぼっています。その中には、屋外へ一度避難してい 
ながら、また荷物を取りに戻って亡くなった人も多く 
います。火は予想以上に早く勢いを増します。火災を 
　　　　　　　　防ぐことが第一ですが、万一、火災 
　　　　　　　　になったときには、安全を最優先し 
　　　　　　　　て避難してください。 

 
 

一度避難したら
　  家の中には戻らない。

市
で
は
、
今
年
度
も
公
民
館

な
ど
を
会
場
に
、
主
に
初
級
者

を
対
象
と
し
た
講
習
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
講
習
は
、
専

門
の
講
師
が
指
導
に
あ
た
り
ま

す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
そ
の

補
助
を
し
て
く
だ
さ
る
「
パ
ソ

コ
ン
講
習
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
（『
ま
ち
の
先
生
』
へ
の
登

録
を
し
て
も
ら
い
ま
す
）

対
象

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
操
作

が
で
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
の
指
導
意
欲
の
あ
る
人

申
し
込
み
・

生
涯
学
習
課
�

80
・
１
３
４
２

募
集
種
目
・
資
格

一
般
・
技

術
幹
部
候
補
生
　
20
歳
以
上
26

歳
未
満
（
22
歳
未
満
は
見
込
み

含
む
大
卒
者
）
で
大
学
院
修
士

課
程
修
了
者
（
見
込
み
）
は
28

歳
未
満
、
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部

候
補
生
　
専
門
の
大
学
卒
（
見

込
み
）
で
、
歯
科
は
20
歳
以
上

30
歳
未
満
、
薬
剤
科
は
20
歳
以

上
26
歳
未
満
（
薬
学
修
士
取
得

者
は
28
歳
未
満
）

受
付
期
間

４
月
７
日
�
〜
５

月
９
日
�

入
隊

平
成
16
年
３
月
下
旬
か

さくら号 

 月 54 月の 

移動図書館 
巡回日 

★どなたでも無料 
　です 
★１人１回３冊まで 

　生涯学習課 
　�８０・１３４５ 

ス テ ー シ ョ ン 名  ４月 停　車　時　間 

 3 日（木） 

15日（火） 

 8 日（火） 

17日（木） 

10日（木） 

22日（火） 

５月 

 8 日（木） 

20日（火） 

 6 日（火） 

22日（木） 

15日（木） 

27日（火） 

山 九 � 下 飯 野 社 宅  

飯野コミュニティセンター  

富 津 公 民 館 　 青 堀 分 館  

J A 富 津 市 青 堀 支 店  

J A 富 津 市 富 津 支 店  

金谷コミュニティセンター  

竹岡コミュニティセンター  

富津市役所　天羽行政センター 

富 津 市 立 　 天 神 山 小 学 校  

富 津 市 立 　 環 小 学 校  

富 津 市 役 所 　 関 豊 連 絡 所  

農 村 青 少 年 研 修 セ ン タ ー  

J A 富 津 市 佐 貫 支 店  

県 営 富 津 団 地  

  9  時30分～10時 

10時10分～10時40分 

11時～11時40分 

  2  時～  2  時40分 

  3  時～  3  時50分 

10時～10時40分 

11時～11時30分 

  2  時～  2  時40分 

  2  時50分～  3  時40分 

10時00分～10時30分 

10時50分～11時20分 

  1  時30分～  2  時 

  2  時20分～  3  時 

  3  時20分～  3  時50分 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

土
曜
日
、
第
３
日
曜
日
午
前
８

時
30
分
〜
正
午

練
習
場
所

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ

ア
ホ
ー
ル

同
ホ
ー
ル
Ｋ
Ｊ
Ｏ
事
務
局
�

０
４
３
８
・
20
・
５
５
５
５

市
民
ま
ち
づ
く
り
塾

塾
生

相
　
談
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

パ
ソ
コ
ン
講
習
サ
ポ
ー
タ
ー

前
９
時
〜
午
後
８
時
（
午
後
５

時
か
ら
は
電
話
の
み
）

弁
護
士
対
応
の
特
別
労
働
相
談

原
則
第
１
、
２
、
４
金
曜
日（
予

約
制
）

費
用

両
方
と
も
無
料

同
セ
ン
タ
ー
�
０
４
３
・
２

２
３
・
２
７
４
４

日
時

４
月
26
日
�
午
後
１
時

〜
４
時

場
所

千
葉
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

費
用

無
料

※
予
約
不
要
、
当
日
受
付

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
�
０

４
３
・
２
２
５
・
４
５
６
７

Ｋ
Ｊ
Ｏ
（
か
ず
さ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）
団
員

今
ま
で
月
２
回
で
し
た
が
、

今
月
か
ら
１
回
に
な
り
ま
す

日
時

毎
月
第
２
月
曜
日
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

場
所

第
２
市
民
相
談
室
（
市

役
所
１
階
）

交
通
事
故
相
談

人
権
行
政
相
談

木
更
津
保
健
所

健
康
相
談
日
程

土
地
家
屋
調
査
士
の

登
記
無
料
相
談

千
葉
県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

開
設

労
災
職
業
病

な
ん
で
も
相
談
会

応募資格　再就職や転職を希望する健康な人 
申し込み　雇用保険・船員保険受給者（受給手続中 
　　　　　も含む）は公共職業安定所へ、そのほか 
　　　　　はポリテクセンター君津へ 
受 講 料　無料（テキスト代は実費） 
問 同センター �52・0219

アビリティコース入所者募集 アビリティコース入所者募集 

7/2～12/25 
10/2～16/3/26 
16/1/6～16/6/29 
未定 

5/23～6/6 
8/21～9/4 
11/14～12/4 
2/25～3/11

７月 
10月 
16年1月 
16年4月 

5/7～7/25 

8/1～10/30 

11/5～16/2/5

3/24～4/10 

6/23～7/9 

9/22～10/9

５月 

８月 

11月 

･金属加工科 
･テクニカルオペレー 
  ション科 
･ビジネスワーク科 
･物流・保全科（産業機 
  械オペレーション科） 
･ＩＴビジネス実務科 
（オフィスワーク・事務科） 
情報基礎技術コース 
（情報リテラシー科） 

 

コース 定員 科　　名 入所月 受付期間 訓練期間 

６
カ
月 

３
カ
月 

１
カ
月 

各科 
15人 

各科 
15人 

20人 

 

毎月 毎月 

土地価格等縦覧帳簿、家屋価格等 
縦覧帳簿の縦覧を行っています 

トマピー 

期間　4月1日(火)～30日(水)（土日祝日を除く） 

時間　午前8時30分～午後5時15分 

場所　市役所1階課税課 

縦覧できる人　土地、家屋の固定資産税の納税者と 

　　　　　　　その同居の親族または代理人（代理 

　　　　　　　人選任届や委任状を提出） 

 ※固定資産税が課税さ 

　れない人は縦覧でき 

　ません 　 
 　 課税課�80・1242

今月の納期　4月30日 
固定資産税　　第1期 

軽自動車税　　全  期 

自
衛
官東

京
ド
イ
ツ
村
開
園
３
周
年
記
念

東
京
ド
イ
ツ
村
開
園
３
周
年
記
念 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
富
津
市
民
無
料
入
園
デ
ー

富
津
市
民
無
料
入
園
デ
ー 

東
京
ド
イ
ツ
村
開
園
３
周
年
記
念 

　
　
　
　
　
富
津
市
民
無
料
入
園
デ
ー 

　
4
月
4
日
�
、

日
�
、
5
日
�
、

日
�
、
6
日
�
の

日
�
の
3
日
間
、
富
津

日
間
、
富
津

市
民
は
入
園
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
季
、
花
々

市
民
は
入
園
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
季
、
花
々

が
咲
き
そ
ろ
う
自
然
味
あ
ふ
れ
る
園
内
で
、
お
楽
し
み
く

が
咲
き
そ
ろ
う
自
然
味
あ
ふ
れ
る
園
内
で
、
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。 

※
入
場
ゲ
ー
ト
で
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
を
提
示
し
て

※
入
場
ゲ
ー
ト
で
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
類
の
持
ち
こ
み
、
自
転
車
や
オ
ー
ト

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
類
の
持
ち
こ
み
、
自
転
車
や
オ
ー
ト

バ
イ
な
ど
の
二
輪
車
の
乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

バ
イ
な
ど
の
二
輪
車
の
乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

問 

東
京
ド
イ
ツ
村
�

東
京
ド
イ
ツ
村
�
0
4
3
8

0
4
3
8
・
60
・
5
5
1
1

5
5
1
1

　
4
月
4
日
�
、
5
日
�
、
6
日
�
の
3
日
間
、
富
津

市
民
は
入
園
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
季
、
花
々

が
咲
き
そ
ろ
う
自
然
味
あ
ふ
れ
る
園
内
で
、
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。 

※
入
場
ゲ
ー
ト
で
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
類
の
持
ち
こ
み
、
自
転
車
や
オ
ー
ト

バ
イ
な
ど
の
二
輪
車
の
乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

問 

東
京
ド
イ
ツ
村
�
0
4
3
8
・
60
・
5
5
1
1

ベイエリア矯正展・メッセ2003

日時 4月19日�、20日�
午前10時～午後4時

場所 幕張メッセイベントホール
内容 全国刑務所作業製品展示即売、

チャリティーオークションなど
千葉刑務所作業部門�043・
232・6079（直通）043・
231・1191（代表）



富
津
市
に
住
民
登
録
が
し
て

あ
り
、
引
き
続
き
３
カ
月
以

上
住
ん
で
い
る
人

３
月
19
日
以
前
に
転
居
し
た

人
は
、
新
し
い
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
し
ま
す
。

３
月
20
日
以
降
に
転
居
し
た

人
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
投
票
所
入
場
券
の
投
票
所
名

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

※
12
月
13
日
以
降
千
葉
県
内
の

他
市
町
村
に
転
出
し
た
人
で
、

転
出
先
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
富
津
市

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
転
出
先
の
市
町
村

俳
　
　
句

稲
村
蓼

り
ょ
う

花か

選

芽
柳
に
一
糸
い
っ
し

の
乱
れ
な
か
り
け
り

（
評
）
枝
垂
柳
の
芽
吹
き
の
美
し
さ
を
見
事
に
と
ら
え
た
。

咲
き
満
ち
て
垣
根
溢あ
ふ

る
る
雪
柳

（
評
）
雪
柳
の
白
い
こ
ま
か
な
花
が
、
垣
根
よ
り
あ
ふ
れ
て
い
る
。

花
筏い
か
だ

ま
は
す
風
あ
り
池
の
面

（
評
）
さ
く
ら
の
花
び
ら
が
二
三
片
つ
な
が
っ
て
い
る
の
を
花
い
か
だ
と
い
う
。

母
と
子
の
上
手
に
吹
き
し
石
鹸
し
ゃ
ぼ
ん

玉だ
ま

（
評
）
母
と
子
の
吹
く
し
ゃ
ぼ
ん
玉
ど
っ
ち
が
上
手
か
な
。

沼
よ
り
の
風
に
膨ふ
く

ら
む
花
筵
む
し
ろ

（
評
）
沼
を
吹
い
て
く
る
風
に
ふ
く
ら
ん
だ
花
見
の
む
し
ろ
。

選
　
者
　
吟

流
れ
ゐ
る
若わ
か

布め

に
竿さ
お

の
届と
ど

か
ざ
る

（
青
木
）

（
相
野
谷
）

（
二
間
塚
）

（
大
堀
）

（

上

）

（
大
堀
）

三
枝
ふ
み
代

飯
田
ふ
さ
子

秋
廣
こ
の
み

榎
本
　
明
美

池
田
　
せ
い

稲
村
蓼
花

短
　
　
歌

切
り
立
ち
の
岩
場
に
響
か
せ
竿
売
り
の
声
流
し
ゆ
く
山
添
ひ
の
道

咲
き
盛
る
桜
の
上
に
満
月
は
墨
絵
に
も
似
て
お
ぼ
ろ
に
浮
か
ぶ

向
か
山
の
大
島
桜
も
見
え
ざ
り
き
朝
よ
り
け
ぶ
り
て
春
の
雨
降
る

山
間
や
ま
あ
ひ
の
道
辺
に
咲
け
る
二
輪
草
思
は
ず
足
止
む
そ
の
可
憐
さ
に

活
け
く
れ
し
花
の
香
漂
ふ
居
間
に
居
り
学
生
時
代
の
笑
顔
去
来
す

（
志
駒
）

（
更
和
）

（
相
川
）

（
竹
岡
）

（
金
谷
）

池
田
　
　
宏

石
川
　
房
子

伊
藤
　
和
子

石
井
　
や
す

加
納
美
佐
保

陸上競技場
４/ 26
４/ 27

臨海野球場
４/ 6、13、20、
27

球技広場
４/ 6、13

浅間山野球場
４/ 6、13、20、
27

君津地方中学校陸上競技記録会
春の上総陸上競技記録会

富津市民野球大会

第25回スポーツ少年団富津市交
流野球大会

富津市民野球大会

市民ふれあい公園4月行事
管理事務所　�87・4205

（10）

投
票
所
入
場
券
は
、
４
月
５

日
に
郵
便
局
か
ら
各
家
庭
に
発

送
す
る
予
定
で
す
。
封
筒
で
各

世
帯
単
位
に
、
６
人
連
記
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
中
を
確
認

し
、
投
票
日
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
に
は
自

分
の
も
の
だ
け
切
り
は
な
し
て

必
ず
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
入
場
券
を
万
一
、
紛

失
し
た
り
転
居
な
ど
で
届
か
な

か
っ
た
人
で
も
「
投
票
で
き
る

人
」
に
該
当
す
る
人
で
あ
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
の
で
投
票
所
の

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

次
の
要
件
を
備
え
「
富
津
市

選
挙
人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
す
。

①
昭
和
58
年
４
月
14
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で

②
平
成
15
年
１
月
３
日
ま
で
に

【
投
票
所
入
場
券
】

【
投
票
で
き
る
人
】

投
票
日
に
、
仕
事
や
買
い
物
、

旅
行
な
ど
に
出
か
け
る
人
は
、
前

も
っ
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

＝
市
役
所
で
行
う
＝

期
間

４
月
４
日
�
〜
12
日
�

（
土
日
祝
日
も
で
き
ま
す
）

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８

時場
所

市
役
所
１
階
大
会
議
室
・

天
羽
行
政
セ
ン
タ
ー

持
参
す
る
も
の

投
票
所
入
場

券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

方
法

「
投
票
用
紙
等
の
請
求
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
投
票

用
紙
の
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
用
紙
は
不
在
者
投
票
所
に
あ
り

ま
す
）

＝
病
院
・
施
設
で
行
う
＝

病
院
や
施
設
に
入
院
ま
た
は
入

所
中
の
人
は
、
そ
の
病
院
や
施
設

が
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
の

指
定
（
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指

定
）
を
受
け
て
い
れ
ば
、
そ
の
場

所
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

手
続
、
方
法
に
つ
い
て
は
そ
の
病

院
や
施
設
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

富
津
市
内
の
指
定
施
設
は
次
の
と

お
り

・
天
羽
養
護
老
人
ホ
ー
ム

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
楽
生
園

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
望
み
の

門
紫
苑
荘

・
さ
つ
き
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
つ
つ
じ
苑

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ラ
ク
ト
ピ
ア

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
金
谷
の

里
・
介
護
老
人
保
健
施
設
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
さ
き
ぐ
さ

・
介
護
老
人
保
健
施
設
わ
か
く
さ

・
身
体
障
害
者
療
護
施
設
ど
ん
ぐ

り
の
郷

※
富
津
市
以
外
の
指
定
施
設
で
も

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

＝
郵
便
に
よ
る
＝

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人

（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障
害
の

内
容
が
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
）
で
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と

が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
を
利
用
で
き
る
人
は
、
市

選
挙
委
員
会
か
ら
「
郵
便
投
票
証

明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
す
。
こ
の
証
明
書
の
有
効
期
間

の
過
ぎ
て
い
る
人
、
新
た
に
交
付

を
希
望
す
る
人
は
、
は
や
め
に
市

の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
よ
る
投
票

用
紙
等
の
請
求
は
、
４
月
９
日
�

（
必
着
）
ま
で
で
す
。

＝
滞
在
地
で
行
う
＝

仕
事
な
ど
で
ほ
か
の
市
区
町
村

に
滞
在
中
で
、
投
票
日
ま
で
に
本

市
に
帰
れ
な
い
予
定
の
人
は
、
滞

在
地
の
市
区
町
村
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
滞
在
地

の
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は
市
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

こんなときには 不不不不在在在在者者者者投投投投票票票票をををを

選挙人名簿登録者数 
平成15年3月2日現在 （単位：人） 

投 票 区 域 一 覧 表 

長
が
発
行
す
る
引
き
続
き
住
所

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
の

「
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。（
住

所
の
移
転
は
１
回
に
限
る
）

選
挙
管
理
委
員
会
�
80
・
１

３
２
６

4
13
4
13
投票時間は午前7時～午後8時まで 投票時間は午前7時～午後8時まで 

4
13【

市
内
で
住
所
を
か
え
た
人
】

▲マルチ商法▲
● ●うますぎる　話にいつも　落とし穴 ● ●

とにかく有意義な話が聞けるからなどと友人に誘われ
会合に行くと、まず、品物などを買わされる。たくさん
の人を紹介すれば手数料がどんどん入り、夢のような生
活が待っているなどと、品物のまとめ買いを勧められる。
ねずみ算式に人を勧誘して、集めれば集めるほど利益が
得られるシステムです。必ずもうかるという保証はない
し、高額な商品を買ってしまい支
払い困難になるケースがあります。
入会したあなたが、うそをついて
友達を勧誘すると口頭でもメール
でも処罰の対象になります。クー
リング・オフ期間は20日間です。

◆困ったときは、
千葉県消費者センター
�047・434・0999
（月～金午前9時30分～午後4時）
商工観光課商工係�80・1287へ

家庭で日ごろから気を付け合って、楽しい消費生活を

　任期満了に伴う千葉県議会議員一般選挙が　任期満了に伴う千葉県議会議員一般選挙が4月13日�に日�に 
行われる予定です。行われる予定です。 
　今後の県政を託す大切な選挙。今後の県政を託す大切な選挙。 皆さん１人ひとりの真実皆さん１人ひとりの真実 
の声を一票に、の声を一票に、 棄権せず投票し棄権せず投票しましょう。ましょう。 

告示日告示日　4月  4日�日� 
投票日投票日　4月13日�日� 午前 7  7 時～午後時～午後 8  8 時 
開　票開　票　4月13日�日� 午後 9  9 時2020分～　総合社会体育館にて分～　総合社会体育館にて 

告示日　4月  4日� 
投票日　4月13日� 午前 7 時～午後 8 時 
開　票　4月13日� 午後 9 時20分～　総合社会体育館にて 

　任期満了に伴う千葉県議会議員一般選挙が4月13日�に 
行われる予定です。 
　今後の県政を託す大切な選挙。 皆さん１人ひとりの真実 
の声を一票に、 棄権せず投票しましょう。 
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◯相談・健診（4/1～4/30）　問 �80・1268
内　　容 実施日 受付時間 場　　　　所 対　象　･　そ　の　他 

 
健 康 相 談  

  
健康全般に関する相談 

  

10:00～12:002 日(水) 金谷コミュニティセンター 

  

 栄 養 相 談  
2 日(水) 9  :30～11:30 天羽行政センター 食事(栄養)などについての 

相談 

 

21日(月) 9  :30～11:30 健康づくり課 

 

乳幼児相談 
2 日(水) 10:00～12:00

市民会館 

１歳６カ月ごろまでの乳 
幼児 

 
3 日(木) 10:00～12:00

市役所1 階保健センター 

 

    
生後３カ月ごろの発育･発 
達･離乳準備と離乳食の始 
まりについて 
 

平成14年12月生まれ  
 

�80・1268

電話予約制 

健康づくり課 

3カ月児教室 10日(木) 9  :30～ 9  :45 市役所 5 階会議室  

     

内　　容 実施日 受付時間 場　　　　所 対　象　･　そ　の　他 

�80・1268

電話予約制 

健康づくり課 

7カ月児教室 22日(火) 13:00～13:15 中央公民館 
平成14年９月生まれ 
生後７カ月ごろの発育･ 
発達と離乳食について 

    
 

9カ月児教室 23日(水) 13:00～13:15 中央公民館 
平成14年７月生まれ 
生後９カ月ごろの発育･ 
発達と離乳食について 

    
 

1歳児教室  23日(水) 9  :20～ 9  :45 中央公民館 
平成14年３月生まれ 
１歳ごろの保育と食事に 
ついて 

     

   
 

 

   
 

   
 

 

  

1歳6カ月児健診  8日(火) 13:00～13:30 市役所５階会議室 平成13年９月生まれ 

3歳児健康診査 18日(金) 13:00～13:30 市民会館 平成11年10月生まれ 

休日当番医 ◇受付時間　午前 9 時～午後 5 時 

65・0992 
65・1251 
67・2555 
65・0020 
87・0039

曜日 当  番  医  名 電話番号 
森田医院附属富津診療所 
君津中央病院大佐和分院 
天 羽 診 療 所 
堀 医 院 
ア サ ナ ギ 病 院 

４月 
４月 
４月 
４月 
４月 

 ６日 
13日 
20日 
27日 
29日 

 

月　　日 
日 
日 
日 
日 
火 

日
曜
・
休
日
・
緊
急
の
場
合
の
問
い 

合
わ
せ
は
、消
防
本
部
�
65
・
０
１ 

１
９ 

撮影　菅原譲太郎さん

君津郡市夜間急病診療所 

�0438・25・6284
●診療時間：午後9時～深夜12時まで 
　　　　　 （毎夜間診療しています） 
●診療科目：内科・小児科 
　　保険証（老人医療受給者証）は、必ず持参 
　してください。保険証がないと治療費を全額 
　負担していただくことになります。 

木
更
津
港 

県道木更津富津線 県道木更津富津線 

至岩根駅 至 
祇園駅 

木更津 
　郵便局 
木更津 
　郵便局 

銀行 信用金庫 

富士見通り 富士見通り 
西口 西口 東口東口 東口 

アインス アインス 
ホ
テ
ル 

木
更
津
駅 

夜間急病診療所 

内　容 実施日 受付時間 会　　場 対　　象 備　　　考 

ツベルクリン 
反 応 検 査   

13:00～13:30

13:00～13:30

市役所 ５ 階会議室 

平成14年12月生まれ 

４歳未満まで接種可能 
※接種方法･ツベルクリン反応検 
査後48時間後に判定･陰性者 
(９mm以下)にBCG接種します。 
(１週間前からの体温測定はBCG 
に向けて必要)

判定･BCG接種 市役所 ５ 階会議室 

 

ポ  リ  オ 13:00～13:30
 
市役所 ５ 階会議室 
 

平成14年 9月生まれ 
（2回目） 
平成14年11月生まれ 
生まれ（1回目） 

７歳５カ月まで接種可能 
※接種方法    ６週間以上間 
隔をあけて２回飲みます。 

 7日（月） 

9日（水） 

11日（金） 

☆予防接種は １ 週間の検温と母子手帳がないと受けられません（予診票に必ず記入） 
☆通知する子以外でも対象年齢内であれば接種できます（お問い合わせください） 
☆受付時間を過ぎて入場された場合お断りすることがあります。必ず時間内にお入りください 
☆予防接種のすすめ（予診票のつづり）の内容をよくお読みください 

注
意 

◯集団接種（4/1～4/30）　問 �80・1268

杉本
すぎもと

駿
しゅん

くん 平成12年12月30日生まれ （ 大堀）

ぼく、
ケーキだいすき!!
2歳になったから、

ふ～って
1っかいでけせるよ

―
宇
藤
原
―

�
前
沢
夫
婦
滝

ま
え
ざ
わ
め
お
と
だ
き

奥
に
あ
る
の
は
雌
滝
で
、
落
差
は
３
メ
ー
ト
ル
、
手
前
は
雄
滝
で
落

差
は
７
メ
ー
ト
ル
。
同
じ
沢
の
流
れ
か
ら
、
こ
ん
も
り
し
た
岩
山
に
流

れ
を
分
け
ら
れ
る
が
、
ま
た
同
じ
川
に
向
か
い
合
っ
て
注
ぐ
様
子
が
仲

む
つ
ま
じ
い
夫
婦
の
よ
う
だ
と
こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。

対象者 市内に住所がある昭和54年4月

2日から昭和62年10月１日までに生ま

れた人で、今までに風しんの予防接種

を受けたことのない人

接種期間 9月30日まで

接種方法 健康づくり課へ申し込み、

予診票を受けてから富津市・木更津市

・君津市・袖ケ浦市の接種協力医療機

関に予約して予診票を持参し

接種

申し込み・問健康づくり課

�80・1268

風しんの予防接種を
実施します

子宮がんは検診の成果もあって現在、減少し
ていますが、逆に乳がんは徐々に増えています。
年に１度は検診を受けましょう。受診希望の人
は、下記まで申し込んでください。（昨年度検

子宮がん・乳がん検診を
実施します

診した人は、申し込みをしなくても受診券を送ります）
�対 象 者 富津市に住所があり、平成16年3月31日現

在で30歳以上の人
�受診方法

�申し込み・問健康づくり課�80・1268

市民税非課税世帯、生活保護世帯、老人医療受給者証を持っている人は無料 

場所 

日時 

費用 

申込 
期限 １２月２６日 ７月１日 

600円 500円 

個別検診（子宮がん・乳がん） 集団検診（子宮がん） 

４月～平成16年１月まで 

協力医療機関 

8月1日（金） 8月4日（月） 

市民会館 富津市役所 

今
、
ひ
っ
た
く
り
事
件
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

富
津
市
内
で
も
３
件
発
生
し
て
お
り
、
犯
人
の
検
挙
の
た
め
、
捜
査
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

ひ
っ
た
く
り
事
件
の
多
く
が
、
皆
さ
ん
の
ご
く
身
近
な
場
所
で
、
し
か
も
普
通
に
生
活
し
て
い

る
時
間
帯
に
、
目
の
前
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

犯
人
に
ス
キ
を
見
せ
な
い
よ
う
、
セ
ル
フ
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
（
自
己
防
衛
）
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
事
件
事
故
緊
急
連
絡
１
１
０
番
富
津
署
�
66
・
０
１
１
０

◯
暗
い
道
を
避
け
、
明
る
い
人
通
り
の
多
い
道
を
選
び
ま
し
ょ
う

◯
バ
ッ
グ
な
ど
は
車
道
と
反
対
側
に
持
ち
、
必
要
に
よ
り
胸
に
抱
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

◯
自
転
車
の
前
か
ご
に
、
防
犯
ネ
ッ
ト
ま
た
は
防
犯
カ
バ
ー
を
か
け
ま
し
ょ
う

◯
後
方
か
ら
バ
イ
ク
な
ど
が
ゆ
っ
く
り
近
づ
い
て
き
た
時
は
、
注
意
し
ま
し
ょ
う

◯
銀
行
な
ど
か
ら
現
金
を
引
き
出
し
た
後
な
ど
は
、
ね
ら
わ
れ
や
す
い
の
で
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

こ
れ
だ
け
は
気
を
つ
け
て
！

ひ
っ
た
く
り
に
ご
用
心
！
１
人
ひ
と
り
が
自
己
防
衛
を
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ふ
る
さ
と
を
想
う 

　 茨
城
県
日
立
市 

94

ひ
　
　
た
ち
　  

し 
  

日立市

夢と笑顔を忘れず活動
「ロータリーアクトクラブ」設立へ

キャビンを通り会議室に。毎週木曜日、さざ
波館で昼食と楽しい例会が始まります。
ロータリーは、奉仕を理想とする歴史ある世界
的な組織で間もなく100周年。私たち富津中央は36
年目で、佐藤信泰会長、高島治雄幹事を中心に活
動をしています。会員研修・海岸清掃・養護施設
の訪問・姉妹クラブとの交流・留学生のお世話・
貧困や病気への援助など、身近なことから世界の
問題まで幅広く取り組み、いつも豊かな夢と笑顔
を忘れずがんばっています。
特に今年度は、何かと話題の多い青少年に目を
向け「若者を援助する組織をつくろう」と計画を
立てました。それは「ロータリーアクトクラブ」
の設立です。対象は18歳から30歳までの青年男女
で、親睦と奉仕を通して磨きあい、社会に貢献で
きるリーダーを育成しようというものです。詳し
くは、会長・佐藤信泰（65･１３６２）担当・千葉
一利（67･１１１３）までお問い合わせください。
お待ちしています。私たちは、いつも夢と希望を
持ち、仲良しを誇りとして、今後も活動を続けて
行きたいと思っています。

山口洋子さん
（花輪）

☆人口 約19万1000人　☆面積　153.33�
☆特徴… 南北24キロメートルに伸びた海岸線には、
５つの海水浴場があり、山には「奥日立きららの里」、
「もとやま自然の村キャンプ場」、果物狩りが楽しめる
「中里レジャー農園」などの充実したレジャー・宿泊
施設があります。

▲本町風流川中島

一年中、イベントが盛りだくさん

太平洋を望み、背景に阿武隈山系の山並みを抱え、変
化に富む自然が自慢の町。福島弁に近い尻上りの発音。
それが私のふる里、日立市です。
一年中、イベントが盛りだくさんの町で、中でも、４
月にある「さくらまつり」は一番大好きなお祭りです。
小さいころから、よく遊びに出掛けた日立かみね公園は、
一山全部が公園なのです。そこには、ゾウ・キリン・ラ
イオンはもちろんのこと、レッサーパンダ・サイなどが
いる動物園や乳幼児向けの遊園地、そして、入口には郷
土博物館、頂上には市民プール、遊びながら日立市を一
望できるレジャーランドなどがあります。そのかみね公
園の木はほとんどが桜の木です。一山全部が桜に覆いつ
くされるのです。夜はライトアップされ、所々で花見客
がにぎわいます。昼間は今でも江戸時代からの伝統を受
け継ぎ、４町の山車４台が互いに芸を競い合う風流物が
あります。高さ15m、重さ５トンという巨大な山車。そ
の上で笛や太鼓の音に合わせ人形芝居をするのです。小
学生のころ、私も友達と力をあわせて山車を引いて歩き
ました。８月はあんどんまつりや花火大会、その他いろ
いろなイベントがあります。そんなふる里が大好きです。
大好きなふる里の地を離れたのは、高校卒業後。東京
の専門学校に通い、卒業後そのまま東京で就職。仕事の
関係で富津に住むこととなり、縁あって結婚。今では、
にぎやかな３児の母親です。富津なまりもいつの間にか
身についてしまいました。日立市よりのどかな富津市。
出勤途中に見える富士山、マザー牧場から見る夜景は心
を和ませてくれます。また、海の幸、山の幸豊富な富津
市。富津に嫁いで良かったなァーと思っています。私の
第二のふる里、富津市。今は一番大好きです。

Ｉ
Ｔ
社
会
が
進
み
、
幅
広
い
年
齢

層
に
浸
透
し
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
情
報
収
集
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
施
設
予
約
ま
で
で

き
る
な
ん
て
凄
い
時
代
が
や
っ
て
来

た
も
の
だ
。

今
ま
で
は
、
雑
誌
な
ど
で
情
報
収

集
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
で
も
あ

る
が
、
犯
罪
も
増
え
て
い
る
。
自
己

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
万
全
に
。

（
ふ
じ
ひ
ら
）

４
月
は
、
入
園
式
・
入
学
式
・
入

社
式
と
人
生
に
と
っ
て
は
節
目
の
月
。

そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
会
社
や
官
公

庁
の
会
計
年
度
が
４
月
か
ら
始
ま
る
。

３
月
が
過
ぎ
る
こ
ろ
や
っ
と
１
年
が

終
わ
る
と
思
う
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う

か
。
１
月
が
年
の
始
め
な
ら
、
４
月

は
仕
事
の
始
め
？
。
い
や
、
ま
て
よ

御
用
始
め
は
１
月
、
御
用
納
め
は
12

月
だ
。
何
か
妙
な
気
持
ち
だ
。

外
国
で
は
９
月
や
10
月
に
新
学
期

が
始
ま
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
で
も
桜

の
花
が
舞
う
こ
ろ
の
入
学
式
は
日
本

で
し
か
見
ら
れ
な
い
。
春
、
心
弾
む

季
節
の
到
来
だ
。

（
す
ず
き
）

― 富津中央ロータリークラブ ―

晴
天
に
恵
ま
れ
た
3
月
8
日
、
県
内

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
富
津
海
岸
の
潮
干
狩

り
場
が
オ
ー
プ
ン
。

海
水
の
引
い
た
浜
辺
で
は
、
た
く
さ

ん
の
家
族
連
れ
が
ア
サ
リ
掘
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。
中
に
は
「
毎
年
オ
ー
プ
ン

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
ご

家
族
も
。

開
場
期
間

8
月
31
日
ま
で

粒ぞろいのアサリが 
　　　　　　たくさん 
粒ぞろいのアサリが 
　　　　　　たくさん 
－潮干狩り場オープン－ －潮干狩り場オープン－ 

青
堀
小
児
童
が
桜
を
植
樹

―
大
堀
１
号
公
園
―

青
堀
小
学
校
6
年
生
84
人

が
2
月
19
日
、
地
元
関
係
者

と
桜
の
若
木
33
本
を
大
堀
１

号
公
園
に
植
樹
し
ま
し
た
。

平
成
5
年
か
ら
富
津
シ
テ

ィ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
、

環
境
美
化
の
一
環
と
し
て
、

「
さ
く
ら
の
森
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

青
少
年
相
談

員
連
協
主
催
の

子
ど
も
大
会
が
、

今
年
も
各
地
区

で
行
わ
れ
ま
し

た
。趣

向
を
凝
ら

し
た
イ
ベ
ン
ト

に
、
寒
さ
を
吹

き
飛
ば
す
元
気

な
歓
声
が
響
き

ま
し
た
。

元気な声が響く 元気な声が響く 
ー子ども大会ー ー子ども大会ー 

資源ごみ回収94トン 
ー湊婦人会ー 

 天羽地区天羽地区のドッジボール大会大会に約２５０人 
（１月19日　環小　環小） 

大佐和地区のかるた大会に約１５０人 
（２月８日　佐貫小） 

富津地区のドッジボール・ 
　　　綱引き大会に約４5０人 
　（３月２日 総合社会体育館） 

天羽地区のドッジボール大会に約２５０人 
（１月19日　環小） 

天羽地区のドッジボール大会に約２５０人 
（１月19日　環小） 

大佐和地区大佐和地区のかるた大会大会に約１５０人 
（２月８日　佐貫小　佐貫小） 

富津地区のドッジボール・ 
　　　綱引き大会に約４5０人 
　（３月２日 総合社会体育館） 

大佐和地区のかるた大会に約１５０人 
（２月８日　佐貫小） 

天羽地区のドッジボール大会に約２５０人 
（１月19日　環小） 

大佐和地区のかるた大会に約１５０人 
（２月８日　佐貫小） 

富津地区富津地区のドッジボール・ 
　　　綱　　　綱引き大会大会に約４5０人 
　（３月２日 総合社会体育館総合社会体育館） 

富津地区のドッジボール・ 
　　　綱引き大会に約４5０人 
　（３月２日 総合社会体育館） 

元気な声が響く 
ー子ども大会ー 

資源ごみ回収94トン 
ー湊婦人会ー 

資源ごみ回収94トン 
ー湊婦人会ー 

「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、
生
か
せ

ば
資
源
」
と
、
年
４
回
、
新
聞

・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ア
ル

ミ
缶
な
ど
を
回
収
し
、
集
ま
っ

た
の
は
年
間
94
ト
ン
。

湊
婦
人
会
で
は
2
3
8
人
の

会
員
が
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
、

歳
末
助
け
合
い
運
動
、
敬
老
会

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
奉
仕
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
資
源
ご
み
の
回

収
は
、
10
年
前
か
ら
。「
2
月
の

寒
い
日
、
8
月
の
暑
い
日
は
本

当
に
大
変
で
す
が
、
少
し
で
も

お
役
に
立
て
れ
ば
」
と
会
長
の

広
田
賀
寿
恵
さ
ん
。


